








 

唇顎口蓋裂患者においては,正常者にみられないような口輪筋の活動があり,反対咬合の程

度が著しい症例ほどその傾向が強いことが昨年の研究で示唆された。そこで今回は,症例数

を増やし,口輪筋のみならず,側頭筋前部および咬筋における筋電図学的検索を行った。 


